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田特にま意しでいたださたいこと 
(まをのために必ずお守りくださしり— 
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このたびは、コ□ナ育油ストーブをお買いあげ 
いただぎ、まことにありか’とラございました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになるちびい 
つでち見られる巧に 「 f 呆証書 J と共に大祝に保 
管しでください。 


•点乂前の準備と確認 

使巧ちを- 

•点乂- 

•室温の調節- 
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特にを意していただきたいこと度をのたゆにお守りくださし、) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をまをに正しくお使いいただ夏、あなたや他の人々 への 危害やお産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいまず。その表示と意啸は次のよラになっています。内容 
をよく理辑しで力、ら本文をお読みください。 


A 危険 
A 警告 


A 注意 


この表示を巧視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び死亡、重傷を負ラ危お 
または义がの盾険び差し迫ってちじる 
ことび想定される巧容を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び死亡、霞傷を負ラな能 
なまたは义災の巧能なび想定される內 
客を示しでいます。_ 

この表示を無視しで、誤った取0扱い 
をすると、人か‘傷害を負ラな能性や物 
的損害の凳をが想定されるの客を示し 
でいます。 


A 

d) 
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給表示の例 

么記号はを意を括す巧客か’あることを舍けるちのです。 
図の中に具体的なを意内容(左图の場さは^般的なを 
意）び描かれでいます。 

♦ I ♦ 

•* . * . ■ ' - .. 

0記号は霉止の巧為であることをちばるちのです。 

図の中や巧傍に具か的な禁止の客(を图の揚爸はガソ 
:リン票よ）:が描かれでいます。:.: 

. .. ...... . . • • : • . 

〇記号は巧為を指示する的客を告げるちのです。 

図のをに具な:的な指示巧客(左图の場さは一般的な巧:. 
為の指示）が描かれでいます。 


么危険 (DANGER) 


ガソリン厳禁 

乃ソリンなど揮発'性の高い姐は、絶対に使巧しないでください。 
火がの原因にな0ます。 



么警告 (WARNING) 


給排気筒(管-ホース)がれ稳険 

給排気窗（管 • ホ-ス）びがれ 
たまま使巧しないでください。 fs 

がれでいると違転中にち坊スび ド 

室巧に漏れで、危険です。 ；： 


〇 


給排気筒トップ閉そく危険 

給排気筒トツプの周0び雪でふ < 
さか’れたまま使巧しないでくだ に 
さい。ふさ力斗1でいるときは、 

お雪しでください。 

閱そくしでいると運乾やに排ガ 
スび室のに漏れで、危陵です 。 a 


〇 


温風吹出口をふさびない — > v/CN 

巧類、紙などで温職 di 日や fr ^ Tu ] vS / 

空気取入□をふさがないでく f 

ださい。 J し 」 U 

巧類、紙などで/みさぐと、义 ，るぶ I 
災の原因になります。 


スプレー宙厳禁 /7 

スプレー定や力 iz ットこん/ 1 がみ， 

ろ巧ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで 

熱で吿の圧力が上びり、爆発しで危険です。 


麵& 


可燃性ガス使用厳禁 

ス I ブを使用しでいる部屋で、巧燃性ガスび発をするちの（ペンジン、シンナー、ガソリン）、スプレー 
を使巧しないで < ださい。 

义災や故障の原因になります。 


0 


么注意 (CAUTION) 


力ーテン、可燃物近接禁止 


力-テンゃ燃ぇゃすぃもの f (红 

をぉブけなし、でくださし、。 JJ 、グ 

义巧び発をするおそれか’あ^ 

可燃物との離隔距離につい^ I * 

では、標準据巧図 （ ぺージ)を参照しでください。 


電源コードを傷めない 


電源コードに無理な力を加え 
たり、物をのせたりしないで 
ください。また、電源プラグ 
を巧くときは、コードを持つ 
で引ぎ巧かないでください。 
义災や感電の原因になります。 



0 












么注意 (CAUTION) 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 


給排気茵トップのおくに、 
な油や可燃物など引乂の 
おそれのあるをのを置か 
ないでください。 

乂おのおそれびあります。 


高温部接触禁止 

燃焼中や消火直渣は、温風吹 
出口、給排気筒トップ【こをな 
どふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 


0 


轉 t 


I ルさいお寺樣のいるご家庭では、特にま意しでください。 


電源プラグのお手入れをずる 

ときどぎは電源プラヴを抜き、ほこり(および 
を属物)を陈去しでください。 

(ほこりなすこまると湿気などで給縁不良になり） 
火のの原因になります。 


電源の接続 


〇 


0 


•雪源は適圧配線された単相10 0 V のコンじント I \ 
がは使巧しないで < ださい。 、—^ 

誇熱-発乂の原面になります。 

参鸾源コードは、途かで接続した0、延長3—ドの使巧- 
他の鸾気器具とのタコ定配線をしないでください。 
発熱-発义の原因になります。 


灯油の保管 ^ 

好油は、火気、雨水、ごみ、高温および直射曰巧 %. 
をさけた場所に保管しでください。 ^ 

方ソリンなどといつしょに保管しないでくださし、。- 
誤つで使巧すると異常燃焼や火災のおそれびあります。 


〇 


据付け上の注意 A 

♦お客様ご自 S による I 事です。 

据側ブエ事や移設工事は、必すお真い巧めの 
販売店に依頼しでください。 

•ストーブおよび給排気简の据付けについでは义災予防 
条例、5組燃焼機器の設置畐華による規制びありますの 
で、これに従つで据巧けでください。 

•ストーブの固定は、本体固定金具などで、確実に固定し 
で < ださい。 


温風に直接あた6ない 

温風に直接長時間あたらない 

お温やけどや脱水撞状になる 
おそれがあります。 
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お、 


d) 


' 特にお牙様やお年寄り、がの不自をなちか•佳われるときは、 
周国の人か’十分を意しでください。 

巧類などを乾燥した場含、素巧によっては色友せすること 
びあります。 


指や異物を入れない 

温風の出□や空気取入□などに指や異物を入れ 
ないで < ださい。 

けびや义おの原因になります。 


0 
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〇 


改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストー 
ブ本体や給排気筒には巧暖房巧の熱交換器など 
を巧り巧けないでください。 

乂ぶやがガスが室内に漏れる原因となり危険です。 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンたントに根元 \\ f 

まで摇実に義しこんでください。 夕^ 

(また、傷んだプラグやゆるんだ Mm 

コンじントは使巧しないでくだ 
さぃ。） / 一" 

乂がの原因になります。 /— ^ 

めれたきでの巧ぎ善しはしないでください。 

感逗の原因になります。 


長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないときは、電源プラグを抜いで 
ください。 

义災やず想しない事故の原因になりまず。 >4^ 


腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや花びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ストーブが変 
形ずることがあります。 

また、かが巧]部に入ると、感電、义巧、故障の 
原因になります。 


異常時使用禁止 

万一異常を感じたと苦は、使巧し 
ないでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 
すみやかに運廣ボタンを[切」に 
しでください。 


変質な油禁止 

変質な油（持ち越したな油)、不純! 0;' 由（な油な巧 
の巧•が•ごみび混入したなミ由など）を使巧しない 
でください。異蓄燃焼や故障のおそれびあります。 


0 



0 







給油時消火 

給ミ由は、必す消火しでか’ 
らおこなつでください。 
こぼれた巧巧はよくふき 
取つてください。 

乂災のおそれびあります。 


金注意 (CAUTION) 




'お抑ま、 
.消乂を !. 


〇 



分解修理の禁止 

故障-破損したら、使巧し 
ないでください。 

不完をな修理は、危険です。 
お買い求めの販売店に修理 
をの頼しでください。 


お願い （ NOTICE) 


巧油の廃棄 

灯油の廃棄処分は、な巧をお買い求めになった販売店にご巧談<ださい。 






使用する場所 


ま全に使巧ずるために 


>マントルピースなどに据付ける揚合は、標準据がけ例に 
従つでください。21ページ） 


>標高び1500 m を超える富地では使巧しないでください。 
(空気の濃度が'薄いため、燃焼に必雲な空気び不足します。） 
高地で傳巧する曝含は調磬び必藍です。（詳しくは、型紙 
震面の工事説明書 ("高地ま たは延長配管で使巧の場合）を 
ご鬟ください。） 


>温室、飼育室、乾燥室などでは絶巧に使巧しないで<だ 
さい。 


効果的に使用ずるために 


窓の下や壁面に證置 

•外気に接する窓の下や壁面に置くと、冷気か‘ストーブで 
暖められ、温風としで巧流しますので効果的でず。 


温風の循環を巧ばない 

♦温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 

♦障害物び友ると、部屋の温度にむらびでさるばかりでなく、本体 
の温度び上昇しで危険です。 

•温風吹出□側の空間を広くとれる攝巧を還んでください。 
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各部のなまえ 












































((«•))) 表示の ある 頂目はアラームび 3 回鳴ります。 


初換スイッチ 


時計台せ時計を含わせるときに切)換えます。 


時刻、タイマー時刻を含わせたを 
にの換えます。 


々ィ T 7 一+タイスー時刻を含ねせるとさにの 
タパ—が換えます。 


表示の換キー 


温度表お.‘時計表示を切換そるとぎに巧します。 


たーブボタン(它ーブランプ兼献□ックボタン 

た一巧！転の忆ツト*解除をするとき チャイルド□ック 

に押します。 のヒット.解除を 

它ーフ遲窗牛* 9— 

(它ース肖义やち点な） す。 


10ぺージ） 


す。 

(原13ページ） 


運乾ボタン(運乾ランプ兼巧） 


い 消火するとぎに巧します。 


点 巧 予熱中（ず熱完3を自動点义) 


点 な 燃お中 


覃い点滅（((•り）何かの原因で自動消乂 


.10.12. 13ぺージ） 


FF-G500S 


秒速点义キー(秒速お义ランプ兼巧） 


秒速点乂のたツト-解除をするときにがします。 


扁口 秒透点义かできます。 



9ぺージ） 


おはよラボタン(おはよラランプ兼巧） 


おはよラタイマー達乾の它ットをするときに巧しまず。 


おはよラタイマー運馬待機や 


二12ぺージ） 


I 


おやすみおはよ ラキー 


おやすみ►おはよラタイマー運輯をじットすると 
ぎに巧します。 

おやすみ►おはようタイマー還馬をじットすると、 
おやすみランプとおはようランプが同時に点口し 
ます。（原12ベージ） 


時計/タイマー含せボタン 温度謂節ボタン 


現を時刻とタイマー時刻を合ねせ 
るときじ巧します。 


時 

. 時ちわせ 

分 

1 

巧合わせ 



設定温度をををるときに 
巧します。 


温度を下げる 


湿度を上げる 


V I 


弱運乾キー(弱運乾ランプ兼巧） 


弱還廚の它ツト-解除をするときに巧します。 


弱逞起中 


二10ぺージ） 


おやすみキ ー( おやすみランプ兼巧） 


おやすみタイマー運處の亡ツト.解除をずるときに巧します。 


点な 1時間運乾を自動消义 


(厮12ぺージ） 






























































端乍部-表疏い 

ミま）イラストは説明のためま部点な.表示した状態です。 


I 湿度 
:-午前 
-午後 


設定温度 ’ ~室巧温度^||^^ 


〇 


〇 


室巧温度 

^ 1 置 


タイ 7 -甜 


〇午を 


設定温度 室肉适度 

四。閱 


Q ぉ度 設定温度 室巧温度 

前 [01 ••け S . 

〇午を - 


，のを設定晶度 室两温度 

inaJs / 、 

午前 。 とと 

午を- - 


，-で度設定温度 室巧温度 

dSLlx, / \ ♦ V 

〇 

午刖 —— A —— 

0 

午を- - 


n 50直設定温度 室巧温度 

記 n : 四 


Q 設定温度 室巧温度 

。午前 I し (F 5方 


〇午を 


設定温度 室巧湿度 


Q 53胃設定温度 室巧温度 

〇午前 (L £51 Q 1 


デジタル表 示部 

■ 温廈点な（温度表示〉 

左側：設定温度表示 （ 12 で〜 30 で） 

味じットの場含、白動的に 22 でにじットされでいます。） 

ち側：室の温度表示 

■ 午前または、午後点な（時刻表示） 

■ 時計動作コ□ン点減 

左側：時 ち側：分 （例）午前 8 時 30 か 

■ 切換スイッチを「タイ 7— させ J にずると、タイ 7—t ット時刻を 
表示します。（ホたットの場含、タイマー時刻は自動的に午前 6:00 
にたツトされでいまず。時計動作コ □ ンは消灯） 


I f f 点な 

停鸾後泻适電（ス I つ ‘ 還乾中または、ボット昇温時 ) 


I ——点な 

電源ブラヴをコンたントじ差しこんだとき（時刻の末むット〉 
厚電後再逼電（ス I ブ停止かまたは、ポットち却時） 




_ 表示点な：チャイルド□ックのじット表示 


I ( 例） f 9 表示：対震自動消乂裝置の巧劃 
离度、点火操作をしでください。 

( 屬 = その他の f 表示は 17 ページ） 


I OFF mm 

おやすみタイマー終 3 後の停止表示 


表示点滅：弱遷輯中に温度調節ボタンを巧したとき 










使用前の準備 


燃料は必す口巧 ( J 旧1看な油)を使巧しでください 

♦ IA 危険 I ガソリンなどの揮凳性の高い迪は絕巧に 
使巧しないでください。义巧の原因になります。 

参 IzL 注意~1 変質な迪、不純な油などは灌巧に使巧し 
ないでください。 

参 Ha を意1 灯油は必ず义気•雨か-ごみ.高温およ 
び直射曰光をさけた場所に保管しでください。 

方ソリンなどと一窓に保管しないでください。 

誤つで使苗すると異常燃焼や义巧のおそれか•あります。 


を費な油•不純灯油とは • 


d ) 

Q 

〇 


巧シーブンよ 長期間日光に容器のふたがか.ごみやな 

り持ち越しの あたる巧や温開けてあったり、巧ながの巧び 

口巧 度の富い巧に 乳白色のポリ ほんのわすか 

保管したな‘ぶ 客器で保菅しでち混入した 


0 


0 


た巧が 




指先に燃料をつけ、息をふぎかけます。 
(义の気のない所でおこなつでください。） 

。蘭 

ななはめれたままガソリンはすぐ乾く 


■変質な油やす純な油を使巧ずると、. 

機器の故障の原因になりまず。 

•ミ由の程度にちよりますれ’、燃焼不良をおこし 
たり、ストーブの損傷を草め、巧障の原因に 
なります。 

•? 未やごみが送巧経路のに流れこみ、燃焼不良 
や着义不良の原因にな0ます。 


P 罔[獲 階 H 


I 変質打油や不純な油を使南したときは… 
>. お置いホめの販売店または、おおくのコロナ 
お客禄ごホ目敎窓□じご運給ください。 


傑お • ♦変質な®、不純•打油び原因で修理を巧頼ちれたとさは、保証期間をでち保証のがを巧とな0ます。 
参変質な巧の処理でお困りの場含は、巧迪をお置いずめのお亮店にご巧鼓ください。 


撒由 

31 

給油の手順とミ主意 


注意 I 給油は必ず消乂しでから乂の気のないところでおこなってください。义災のおそれか•あります C 


. 巧タンクの送巧バルブを 2. 給油□ぶたを巧し給油する 

閉じの ♦市販の給油ポンプなどを使巧しで、 

ミ由量計を見な力、‘らおミ由しでください。 
参な量計の針カタ「病 J をさしたら、給 
,,,,,,,„ ミ由をやめでください。 

A ft ~-—ちか器具 




送なバルブ 



給油□ぶたを締める 




巧タン づ 水巧きバルブ 

•瓷巧後は窓油□にあるスト レーナを 取 
り出しで、水やごみがたまつでいたら 
掃除をしでください。 

♦給ミ由の際(こ、水•ごみなどを入れないよラにを意してください。 

水-ごみなどは燃焼不良やストーブの寿命お下などの原因じなります。 


♦給油□は、確実にしめでくださし、。 
•こぼれたな-;をは、よくふぎとつで 
ください。 


7 

















灯油がかな < なると 


•ご使南中、ミ由タンク巧のなミ由がなくなると、デジタル表示部に巧さ]または [ pTj か•表示さ 
れ消义します。 

♦油タンクは、空にしないよラを意してください。 

•财ミ由びな—<なり、デジタル表示部に f 表示び出た場合は、給;'由穫送油経路内の空気拖さび必要となります 


送油経路巧の空気抜を 


初めで使巧ずるときや;'由胡れでデジタル表示部に f 表示が出た罵含は、ミおタンクに給ミ曲した 
後に、送巧バルブを開黃空気抜きをおこなってください。 

•空気抜きは、ストーフ‘のゴム管□からゴム製送油管を列し、 ^ 

IT ム製送油管からミ由か‘運続しで流れ出ることをおかめでか -^ 

ら、ゴム製送油管をちとどおりにス I ブに取り巧けます。 

(油びこぼれないように容器を巧意しでください。） I j 


点义前の準備と確認 




ちか面器リじットレパー 


♦定油面器リたットレバーを1回押し下げます。 
操作した後は、 ijt ットレパーカ巧の位置にちどっ 
でいるか確認しでくださし、。 

♦点火するたびにたットする必宴はありませんか\ 
据巧け時や、 シーズンのめ 、ストーつ殼苗攝巧の変 
夏またはな震白動消乂裝置か‘作動した後で再運乾す 
るときは、リたットレノスーを巧し下げでください。 

♦レパーの間にをのをはさんだり、押し下げたままの 
状態には絶巧にしないでください。 


K 油漏れの確認 



給ミ由タンクや送ミを管の接合部などからミ由漏れび 
ないか醒認しでください。 

•油漏れのあるとさは使用をや止し、油タンクの送ミを 
バルブを閱じでから、お質い巧めの販売店にごネ目談 
ください。 


スト-■ブ周囲の確認 


> レ!:い王意1 ストーブの上や眉囲に燃えやずい 
ちのを置かないでください。 


電源の接続 


3ンたント 
100V 



r 么注忘！電源プラグ•コードの発熱.お义を巧 
ぐために… 

♦霉源ブラクはコン亡ントに根元まで活実に達しこん 
でください。 

♦電源は必す適正配線されたおす目1 00 V のコンじント 
を使用しでください。 

♦電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧、 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


給排気筒接続部の確認 



〇 


> 「 A 警告 I 繪排気筒(管.ホース）か’外れた 
まま懊巧しないでください。 

がれでいると運転中に排ガスが室内に漏れで、 
危険です。 
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使用方法 


• 油タンクの送;巧八'ルブを 
開く 


2. 運乾ボタンを巧す 


1| 


運巧 


.そ熱を点滅. 





作動点义貧 
運を A / BDV 点口 一 




送おバルブ 


参運窗ランプカ<点滅します。 

参す熱び完了ずると有動点火し、違輯ランプは点灯に変わります。 

♦着义時、放電音と同時に着火音を諸しますび異常ではありません。 
♦点义擦作から放電憶火）まで室温によりきか変化しまずび、 

約3巧のす熱時間びかかります。 

♦着义を、約1分で温風び出始めます。 .. 


違乾停止中じ予熱しでおくことにより、点义時間を短縮させる磯能です。 

― ; 樓透点义キーを巧ず 

け旧^ ^ ^]\ ♦秒速点火ランプが点滅します。 

\dw 0 Liol 日を*^ 砂速点火ランプが点滅から点なに変わる（約3お接）と、秒速 

RW サぁタィマ-が 点义することびできます。 

rS ぁ扭没 1 [[0 がすみ） ♦点乂操作を、約15妙で点火します。 

/- N ♦妙速点火を稱除するときは、をラー度砂速点火キーを巧しで、 

浦点火ランプを祖させでください。 

-\ VL ♦砂速点乂は' 12時間たつと自動のに辑除されます。 

留除するとさ）♦砂速点乂ランプび点灯しでいるときは、運乾厚止中のみ約1 00 W 
つ戸 ~ の消賣電力か’かかります。 

f —■ ご ~V ♦還起原让中に砂速点火ランプび点なしでいるときは、ストーブ 

〇巧速がて上面びかし暖かくなりまず。 

^ \ ♦タイマー運窗じすると砂速点乂は自勤のに辭陈され、秒遠点火 

キーを巧しでち砂逸点义ランブは点滅しません。 


がマ-含せ 


解除するとき 




■初めてのご使用-シーズン初めの初使用時には…… 

•防錯巧や蛋料などび焼けるため、煙やにおいび出ることびありまず。しばらくの間、換気をしなびらご使巧くださし、。 
•送巧経路巧の空気だまりなどにより、1◎で着义しないことか•あります。 

このストーブは、5ス着义時に再度自動的に点义動巧をおこないますか•、それでち着义しない場合は、点义操作 
を2〜3回くりかえしでください。 

♦巧気温び括くなると、給排気筒の巧端から連続的に白煙び出ること力 { ありますか‘、異常ではありません。 

これは巧ガス中に含まれでいる化分が凝結しで水暴気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 


室温の調節 


»ち sft S 巧 SS 

國ご00旨邸 

一 購色 

3题 

10931 I ^ 西3后) 


溫度調節ボタンを巧す 

♦温度調節ボタンを押しで蒂望の設定温度に合わせでくださし、。 
♦ボタンを巧しつつ’けると、表示は違続しで変わります。 



参ルームサーモたンサーじより、設定温度に晒じでき勤のに义力が 
巧り変わりまず。 ， … . 

♦未たットの場合、設定温廈は自動的に22でにじットされでいます。 
参設定温度は、12でから30でまでの節囲でじッドでぎます。 


>室内温度表示は、ルームサーモじンサー同迈の温度を感巧しで表をずるので、お部屋の温度計とは数値か •一 致しない 
ことびちります。 

りレームサーモたンサーは、ストーブの上部や熱の受けやすい場所、直射曰光やを気のあたる場所をさけ、適のな位置 
に取り巧けてください。 
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♦初めで使巧されるときには、じーブ逞輯モードに設定されでいます。（たーブボタン点な） 

♦通常還扉にちどす揚合は、じーブボタン（□ックボタン兼巧）を巧しで、 t ーブランプを消の■させでくださし、。 

■セープ運転とは… 

室温が設定温度まで上昇し、一定温度を保って暖房すると暖かさを感じじくくなります。 

そこで义力（燃烧量）を周期的に〕ント□-ルし、室温を微妙に変化させることにより、暖かさをなちながら 
义力を巧えで効果的に暖房します。さらに室温が設定温度より2で上昇すると、自動のに消义化一：：^'乂)し、 
設定温度まで下びると白動的に再点火し、室温を調節します。 

最ル乂力でち室温び上昇する揚合（気温か•高いとき、曰あたりのよい部屋）などは、たーブ運鼠をお選びくだ 
さい。 

• t - フ满义中は、 t — ブランプのみ点灯しでいます。 

•たーブ運転を锅除ずると、部屋の温度が上昇しでち、最ル火力で運乾しまずので室温びかし高めになることびあ 
ります。 

参たーブ運乾にたツトし、運乾ポタンを巧ずと自動的にたーブ運おとなります。 


室温び 5‘ CJ ^ 上の揚合、設定温度に関係なく最ル乂でで燃焼を継続します。 


OSS csss snss 

ご:置關： [ ，'谷1豈酣 

田田施 タィト气 
〔表測巧）〔證リ居ぉゃずみ〕 





弱運お キーを 巧す 

♦弱運輯ランプか’点なし、弱運乾を開始します。 

♦弱選扇中に、設定温廈を変えることはできません;。 
(温度調節ボタンを押すと、アラームとじ01表示 

の点滅でお知らせします。’） ' 

■ ’ .. ，，， . 

♦疆運乾を屏除するとぎは、弱運乾キーを巧しで、 
弱違乾ランプを消なさせでください。 


炎の状態 


♦強燃焼•弱燃焼とち工場出荷時に燃焼が態を調節しであります。 
•炎の状態は幫いおの中に、し、くらかの黄色いお脯火)か•混じっ 
でいでち異常ではありません。 


正常燃焼 

青い炎の中に黄色いおがおじっている 





CORONA 


運起入/切 


時みちはようセーブ 
V 涅度围節八 ロック 


運輯ボタンを巧す 

参消乂し、運乾ランプび消财します。 

同時にデジタル表を部は温度表示から時刻表ホに切り密わります。 
(じーブ違転中の場含は、じーブランプち消なします。） 

参消乂後は本体内部が冷却するまで送風を継続し、約6分接に対流 
用送風機か’厚止します。 


•消义援がをは、义か’消えでいることを確かめでください。 

♦が出するとさは、必す消义しでください。 

参露急時ながに、ストーブに強い窗撃をちえで消义したり、電源プラグを巧いでの消义はしないでください。 











タイマーの使用方法 

現在時刻合わせ 


電源プラグをコンたントに善しこんだとき（まじツト）、デジタル表示部は r ^： r ^ を表おしまず。 


:啤關》類 


|〇巧宝な父 I 〇贾迂巧 


巧おもけ 

を © 


r 時計含せ J の位置にする 

参切換スイツチを「時計させ]の位置にしで < ださい。 
♦デジタル表示部は、午穫 I /さ1，’[で巧]を表示します。 


(例）午前8時30分に時刻を含わせる 





2. 時刻を含わせる 

•時-分ボタンを押しで現在時刻を合わせでください。 
♦ボタンを押しつブけると、表示は達続しで変わります。 

♦時刻を台ねせるとさは、午前•午後をまちわ*まないぶラま意 
しでください。 


— 3. r 時計 J の位置にずる 

♦切換スイツチを「時計 j の位置にしでください。 
m 参時計動作コロンび点滅し、時計動作を開始します， 


タイマー時刻台わせ 


ホたットの揚合、タイマー時刻は自動的に午前 r ~5\：[ uu \ にじットされでいます。 

C -X 「タイマーさせ J の位置にずる 


技ち涅度ま巧這度 


- 〇] : m mr 


表示の損 


同時ホ巧 
おやずみ 

お庶ラ 


^拽速点义 0弱運乾 


♦切換スイツチを[タイマー合せ」の位置じしでください。 
♦現な持刻の合わせかたと同様にしで希望のタイマー時刻 
に含ねせでください。 

♦タイ7—時刻は、1度じツトすれば電源プラグを抜し、たり、 
停電などないかぎり記憶されます。 ' 

♦タイマー時刻じツト後は、 fc リ換スイッチをおす[■時計」の 
位置に合わせでください。 


タイマー時刻たットを 
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おはよラタイマー運乾 


現在時刻を合ねせでいないと、おはよラタイマー運輯はできません。 

1. 運輯ボタンを巧す 




CORONA 


運馬入/切 


時 かおはよう它ーブ 
V里度ち siA N.XV 


違乾ランプ' 
^消巧^ 


♦運輯ランプが点滅しまず。 

♦ス I -一.ブ違輯中は巧ず必要はありません。. 

• ■ • - • ■ . .... . . 

-^- 

2. おはよラボタンを巧す 

•おはよラランプび点なし、デジタル表示部にはタイマー時 
刻び表示されます。約已秒倭に時刻表示に変わります。 
♦含ねせた時刻になると、じーブ運転を開始します。ただし、 
弱運輯かにおはよラタイマーたットされた場合は、弱運质 
で運稳を開始します。 

•タイマー時刻、設定温度を変えたい場合は、おはよラボタ 
ンを巧す前に変更しでください。 


逐巧入/な! 



■おはよラタイマーの解除 
運乾ボタンを巧ず 

♦おはよラランプ;び消灯し、消火が態になります。 


♦巧出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマーたットは、お巧にしないで<ださい。 

参タイマーたット時刻を確認するとぎは、切換スイッチを1■タイマーさせ J にしでくださぃ。 

•霉源ブラグをコンむントから巧しげこときや惇霉を再遥霉したときは、/タイマー達乾はできません- 
再度現を時刻をさわせ、タイマ-•時刻さわせをおこなってください。 


おやすみタイマー運乾 


卜ーブ厚止巧からのおやすみタイマー運 転はできません。遷嚴ポタンを巧しでから操たしでください。 

^ S 咖 [ ] おやずみキーを巧す 

言認巨图旨脯ちぉ诚ょぅ ♦おやすみランプが親なします。 

• _ _ ，理, パマ-が •! 時間後に自動消乂し、同時にデジタル表示き 

! S 巧曲80广わ^々1にゎゎグ〇 > * ゾ I ^〇1广广1し伞ハ*一 • 


1時間後に自動消火し、同時にデジタル表示部は、 
r 剖:网となります。 


■おやずみタイマーの解除 
おやすみ キーを 巧ず 

♦おやすみランプび消なし、運乾を継続します。 
•消义するとぎは、運處ボタンを巧しでください。 


おやずみ ► おはよラタイマー運乾の同時予約 




ストーブ厚止中からのおやすみタイマー運乾はできません。運転ボタンを巧しで力、ら操作しでください_ 


け— B 至 2 S き巧36卓辟^ 

S 式國 : ns 旨 6" 

タイマ-が 


conoid 


運ち入/の 


お良ようセ-ブ 


Jo おやずみ 


mm®{ I 


V ま度巧巧八 


おやすみ►おはよ ラキー を巧す 

♦おやすみランプ、おはよラランプが同時に 
点好します。 

♦1 時間後に自動消火し、おはよラタイマー 
じット時刻になると、運乾を開始します。 














チャイルド□ック 


お寺樣などによるいちずら操作の防止や、誤つで運転ボタンを巧しでち点乂しないよラにする磯能です。 

□ツクボタンを3回巧す 


0お. 
0午前 
〇がを t 


芭运2ち 室巧 Sfi 

□ご四旨靴 

目時巧の 


刷担1 度; J ドぉゃすみ 
|ol3®jSy；| |〇 


窗ま巧 


CORONA 


民せちはよう它ーブ 




V 涅度巧な八 



♦停止かに□ックボタン(じーブポタン兼巧)を 
3 砂な巧に 3 回巧しでください。 

♦チヤイルド□ツクがたツトされ、デジタル 
表示部が [ T 。 になります 


I チャイルドロックの解除 

再度□ックボタンを3抄な内に3回巧しで<ださい。 

• • - 

参チャイルド□ックのたットやは、運窗ボタンを巧しでを点义しません。 


國まま装置 


このス i -―ブには巧のようなをき装置がついでいます。 

すぺでのをま装置は、異萬び取り除かれでち再度点义操作をしなければ遲転は停止したままです。 


安全装置 


処置方法 ^ 

巧震自動消义装置 
(I 巧陵示） 

地震(麗廈約 5 な上)や強い衝擊を 
受けたときはが農自動消火装置が 
作動しで自動的に消火します。 

地麗によつでが動した揚合、周画の巧燃物、 
機器の損傷、油漏れ、給が気筒の列れなど異萬 
びないことを醒認しでから南点火しでくださし、。 

点乂まを装置 
燃焼制御装置 
(店司表示’臣互表示） 

点义 S ス-透か消火-巧切)れをし 
たと春に白動的に消义します。 

♦「日常の点検-手入れ Key 14 〜 16 ぺージ） 

をしでから点火操作をしでください。 

•処置しでち操り返しエラー表示か’出るとき 
は、一旦運乾ボタンをけ則にしで販売店に 
連絡しでください。 

厚電まを装置 

I 〔作 劃 時〕 □：! ~ I 表示\ 
〔復帰 時〕 [ Utl -- 1 表示 
または 

\ □：[££] 表示/ 

信電や電源プラグびコンたントか 
ら抜けたと含は、すべでの遲範 
を厚止します。 

♦通電後、点义操がをしでください。 

♦電源プラグを確認しでください。 

リ 

[ 

\ 

量熱防止装 i 

まをサーモスタット 

I 表示部を消な ^ 
または 

、 I ~ L " の?!表の J 

3 

i 

温風空気取入□や温風吹出□わ、’ほ 
こりなどでふさがれたり、ストー 
：/前面に障害物か’あるなどしで本 
体巧部か’過熱すると自動のに駕乂 
しまず。 

♦温風空気取入□や温風の出□の掃除をしで 
から再点火しでください。 16 ベージ） 
♦処置しでを繰り返しエラー表示力、’出るとさ 
は、一旦運輯ボタンをけの J じしで販売店に 
連絡しでください。 
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圓その他の装置 

r .1 


装置のを称 


処置方法 

排気管巧け検巧装置 

(IfG 度示） 

排気管の接続部か’妍れたとぎに白動的 
じ消乂しまず 

給排気简およびが気管の接続部に、外れ- 
ゆるみか’ないか確認しでください。 

排気管おけ検知巧リード線が外れたり、 
断線したときに自動的に消火します。 

排気管抜け検知巧リード線端寺固定ねじの 
ゆるみまたは、外れ•切れびないか確認し 
こくすし、。 舶キ P ップ 

XN 巧 s 居巧け巧巧宙 y - ド技 1ねじ 

週電流防止装置 

(15 アンペア） 

(表示部を消な） 

巧部配線の シヨー トにより過電流が流 
れたとぎ。 

お買い求めの販売店に修理を依頼しで<だ 
さい。 

室温異常上貢防止装置 

、 （医ご表示） 

部屋の温度び日0でな上になったとき 
にき動的に消火します。 

窓をあけ、部屋の換気をしでから、点义 
操作をおこなって < ださい。 . 


圍曰常の点巧-手入れ 

点検.手入れは、消义をストーブが十巧ちえでから、必す霉源プラグをコンじントからおいでおこなってください。 

政尉 ♦逗気部品の巧醒や市販をとの交換は瘡巧にしないでください。 

参燃焼部の巧辑は綻巧にしないでくだミい。 


•プとストーブ周囲の点検(使用ごと) 


A ミ主意 I ス I ブの周囲は常に整理-清掃し、燃えやすいちのを置かないでください。 

♦ほこりや巧れをそのままにしでおきますと、油びしみたりしで危険です。 

ス i ''ーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 

•油び漏れでいたり、ミをのたまり、ミ由のにじみがないか点検しでください。 

•油漏れか’ある場合は、お買い求めの販売店に修理を故頼しでください。 

♦ zf ム製送;'由管は、屋列で使巧しないでください。屋外での使用は禁止されでいまず。 

♦5 S 2 真户製曼寶？を使里しでいるときは、膨潤、収縮、変質、変お、ひび割れびなか確認し、欠点のあると 
さは父換しでください。交換の目をは3年に一度でず。 


袖タンクの水抜さ （ 1シーズン1〜2回） 


かの 麵じ茄色の解が還き 上びります。 


1 • 淳さの点検 

♦淳百が淳さ上がって含たら水 
抜きをおこなつでください。 



なミ由 
留寺 
か 



2. 水を巧く 

♦か抜ぎノツレブの下に容器を置言、水あ言 
パルプをかしゆるめると巧タンク内の化 
が出で、淳寻が洗みます。水をおいたら 
水抜きパルプを固く締めでください。 

\ ♦水抜さ後は、ミ曲馬れか’ないか必す確認し 
で < ださい。 


化抜ぎパルプ 


•競益養谎當 f 遵寶总為驚謗岩技蓄た:流れ出し、な油の流れを麻だ十分な 

















給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検(使用ごと） 


♦ I 成警告 ] 給排気简(管-ホース)か‘正しく接続されでいるかと含どき点検しでください。 

巧れでいると運お中に排ガスが室内に漏れで危険です。 

♦ IA 警告 j 積雪がをいとさには、給排気筒トツプの园りか•雪でふさカタれたまま使巧しないでください。 

な、さか‘れているときは、除雪してください。閉そくしでいると、運乾中に排乃スか’室巧に漏れで危険です。 
参給排気筒おぶびトツプの周囲に障害物び置かれでいない力、、ときどさ点検しでください。 

障害物び置いである場さは、移動しでください。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検 （ 1シーズン1〜2回） 


参給排気箇か’つまると、不完全燃焼をおこします。 

シーズンネリめには必す点検し、くちび巣をつくったり異物か’入ったりしでいるときは、必す掃除しでくださし、。 
参給が気筒びつまると不完全懒焼をおこします。 の^^、 jg 排気旨 


>給排気筒を一度取り列しで、再び取り付けるときは、排気管の接続部 
巧部にはめこんである〇リングび破損しでいないかおかめでくださし、。 

♦版摸しでいた揚合は、お買い求めの贩売店に交換を巧頼しでください。 


〇リンブ （ P 40 4種 D ) 


定油面器ストレーナの掃除 （ 1シーズン1回） お買しげめ①販売商::依頼してくださし、。 


定ミ由面器には、ごみを除くためのストしーナか‘巧いでいます。水やごみびたまると、な溢の流れを妨げで 
十分な火力か’出なくなります。シーズンの終わりには、次のよラに掃陈しでください。 

1. 5 巧タンクのを巧パルプを閉じる 


2. 前パネルをがす 

♦前ノ X ネ J レを固定しでいる左ちのねじ2本をがしでください。 

ち图矢巧のように、前パネルの下のほうを手前に弓 I いで、 

前ノ \‘ネルをがしでください。 一 


3•ストレーナ止めねじをゆるめる 

♦ストレーナの掃除□に八ガキなどの厚紙を這しこんで、ミを 
ガイドをつくり、その下に容器を置いでストレーナの止め ____ 

ねじをゆるめでがしでください。 


4•ストレーナをされいなな巧ですすぎ洗いする 

♦ストレーナをおき出しで、きれいななミ由の中ですすぎ洗いし 
てください。 

♦絶対に?おで洗わないでください。 




スト レー ナ 

\ストしーナコム A ツキン 
止めねじ 


組み立てるときは 

♦ストレーナゴムパツキンを忘れないよラにしでください。 
参ストレーナの止めねじを固く締め付けでくださし、。； 


♦ストレーナを逆に入れな し、 でください。 
♦油漏れがないか確認しでください。 


のぞき窓の透明度が悪くなつたとき… お買いずめの販売店に依頼してくださし、。 


のぞき窓を列しでふく焉合は、次のよラにしでください。 

♦前パネル（外しかたは、頤=1日ぺージ r 定ミ由面器ストレーナの掃除 J ) 
•グリルを列し、のぞき窓をとめでいるねじを列しで、しめらせた巧で 
ふき取つでください 

♦ねじ部は常温になつでから列しでください。 

•ちとどおり、巧一にねじを締めで固定しでください。 

•のぞさ窓を外したとさは、ツキンを新品と交換しでください。 















熱交換器の点検 (1 シーズン1〜2回） お買いおめの販売商;:依頼してください。 


>熱交換器の的部にすすび異常にたまると、不完全燃烧の原因となりまず。 

•異常燃焼（においか•したり、給排気筒から黒煙か•出るよラなとき）力くおこった揚合には、バーナの点検とあわせァ" 
熱交換器の点検を、お買い求めの販売巧に依頼しでください。 


やわらかい巧でぶき取る 

♦本化や温風の出□のミちれは、本体か•ちえでから、しめらせたやわらかい巧7^ 
ふき取つでください。 

•しつこい汚れは中性洗剤を使巧し、十巧からぶさしでください。 

参温風の出□羽根を曲げた0、変おさせないよラにを意しでください。 



つアンフイルターは1超間に1回臥と掃踪しでくださし、。 

♦フアンフイルターじほこりびたまると、音び大きくなっで温風量が少なくなり暖房出力が摘下すると同時に_ 
ストーブのの温度び異窜に高くなっで、週熱防止装置（まをサーモスタット）が作動する場さがあります。 

巧のま順にしたびっで、フアンフイルターをかしで掃除しでください。 

1•運乾を停止ずる 

_ ♦運乾を障止し、巧流フアンが止まっていることを確認しでください。 

2•フアンフイ ルター をがす /ファンフィ接夕- 

♦フアンフイルター上部のとつでを持つで寺前に弓 I き上げると列れます。 


3. ほこりを取0除く 

♦掃除機などでフアンフイルターについたほこりを取りおいでくださし、。 


>アンフイ ルター を取りがける 

I フアンフイルターをちとどおりに取り巧けでください。 

♦フアンフイルターをがしたままの状態では、總細こ運転しないでください。 



地震などの巧害が諸をし、製品に振動や衝撃び加ねったときは、運転前に必ず次の点模をおこなってください C 
•指排寅简周0の巧れ、漏れの確認 参巧巧配管からの漏れ確認 

点検で異常か’みつかった揚台は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


圏定期点巧 


長期間ご使巧にな0ますと、器具の点検び必室です。 

参2をに1回程度、シーズン終3援などにお買いホめの販売店又は、修理資格者〔(財）曰本扫ミを燃焼機器お巧協含 
(TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講留含修3着 （ S 油機器技術管理±)など]のいる店などじ魚検依頼され 
ることをおすすめします。 



長年ご使^の密閉式石 油ス i ブの点検をぜひ！_ 
♦ミ由ちれびする。 

こんなを状は ♦強いにおいびする。 

ちりませんか ♦選乾かに異常な音びする。 

♦その他の異帯や故障か’ある。 


ご使用中 止 

巧障や事巧の防止のため必す 
販売店にご連絡 < ださい。 
点検’慘理についてのご費巧 
など詳しいことは販売店にご 
相談 < ださい。 
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標高調費をおこなつでください。 

(\^ 工事説明書「冒地または延長配管 
で使巧の場台 j ) X 


標高調整びされでいない 


窓をあけ、部屋の換気をする 


EC 


室温異常上昇防止装置の巧勤 


4 


排気管の接続部および拼気营巧け検巧 
用 U — ド線の接続部の巧れを点模し、 
がれでいたら正しく接続する X 


E0 


が気管巧け横が装置の作動 


歷実に接続する 


f が V 


給気ホースヴ外れでいる 


良質のな油と入れかえる 


りが 


不良口溢を使巧しでいる 


電源〕-ドブリント配線板を交換する X 


電源::ードの勘綜. 


16 


ンフイ ルターの 掃陈をする 


3 


障書物を取り除く 


過熱防止装置 
び作動した- 


おおつでいるをのを取り除く 




給排気筒のホ端びおおわれでいる 


排気管の接続箇所が正し < 取0はけら 
れでいるか点横する 
パツキンび破損しでし、たら交換する X 


排気管の接続部にスキマか’あるまたは、 
パツキンが破損している 


13 

16 


「地震などの災害び発をしたときの点検 J 
の点検頂目を確認し、運短ボタンを巧 
しなおし、再点义する X 


ES 


強い;®震があったまたは、ストーブに 
衝撃をちそた 


延長 3 m 、 曲がり3菌巧な下にずる 
ただし、標高800 m な上の富地では、 
延長 2 m 、 曲がり3箇所な下にする※ 


が気营の配管か’長すぎる 




締め直す 


連結パイブの袋 


◎巧し下げる 


定ミを面器リじットレパーび它ットされ 
ていない 


給油する 


E ? か 


巧タンクになながない 


通覃されるまで待つ 


傳覃かである 


巧源ブラブがコン它ントじ尝しこまれ 
でいない 


処麗方法 

コン t ントに確実に塞しこむ 


f 袁巧 


參次の表にちとつ‘いで、 をろ一廣お顆かめください。 

•処置ちをで X 巧の頂目や、処置ち法じより姐置しでち良くならないとさは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


故障 • 異常の見分け方と処置方法 


なのよラな現象は®障ではありません。 

♦修理を依頼される前にちラー度お確かめ<ださい。 


初めで疫巧するとき、禮やにおいび出る。 

耐熱窒料ゃほこ0などび焼けるためです。しばらく窓をあけで換気しでくだ 
さい。 

初めでを巧ずるとぎや、シーズン初めの祝使 
巧時に1回で着义しない。 

送お経路巧の空気だまりなどにより、1回で着火しないことびあります。 

定巧面器リたットレノトを1回巧し下げでから、2〜3回点义操作をくりか 
えしでください。 

すぐに点火しない。 

石油ガス化ち君:のため、を熱時間か•約3分必要です。 

呀熱時間は室温じより多み変化しまず。） 

燃烧開始時や消义後に「ピチ-ピチ J といラ 
音がする。 

本巧巧部か‘熱により膨張、収縮するためでず。異甫ではありません。 

点火しでをすぐ温風び出ない。 

不快な帯風を出さないためで、本体内部び暖まると温風か’自動のに吹き出で 
きます。 - 

消义しでち温凰び出でいる。 

本体の部びを却するまで送風を継続しまず。 

点义ブラヴ-フレーム □ッ ド-バーナ ヘッド 
が商くなる。 

巧に熱せられで茹熱するためです。 

異常では孩〇ませ/ U 。 

炎のかこ黄色し巧!が混じる。 

質萬ではありません。 

給排気筒の先随から連続的に白摺び出る。 

巧気温が粗くなると、郎気ガス中に言まれでいるか分び凝結しでが謡気にな 
るためで、異萬燃焼による白煙ではあ0ません。 



肃义で燃是る 


にお3がする 


油漏れがある 


点义しな3 


燃焼時 


点火時•消火時 


li 辨 

表をま 













































































部品交換のしかた 


不完まな修理、調整は危険でずので、部品の巧換、調整力 《 必夏な場合には、お買いずめの販売店 
又は、修理資格曹〔(財)曰本扫油燃焼機器保守協舍でおこなラ巧術管理講習ミ修了着(石油機器巧術管理±) 
など）のいる販亮店にご相談ください。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定 < ださい。 


耗•劣化しやすい部品（交換び必要な部品) 

墨期間の使曲こより消耗•資化しやすい部品 


フ レー ム□ッ 



パーナヘッドリング 


望質:不純灯油の使用により勞化しやずい部品 




•フレーム□ツド 


>気化簡 


屬磁ポンプ 


塵保管(長期間使用しない場合） 

おしまいになるとさは、曰常の点検.手入れの頃を参照し、次の要領でき入れをおこない保管しでください: 

1. 電源プラグをコンたントから巧いでください。 

ミま意] 長期間使巧しないと含は、電源プラグを巧いでください。 

2. 巧タンクの送巧バルブを閉じでください。 

3. フアンフイルターの掃除をしでください。（廣 P 36ページ） 

4. 定巧面器巧のな巧をすべで巧き巧ってください。 （[ y 15ぺージ） 

5. 本巧のごみやほこ 0 を取ってください。 

♦掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6 •本化をしめらせた巧でちれを落しでから、からぶきしでください。 （屬=^6ぺ_ジ） 

7•ストーブは据巧けたまま保管しでください。 

♦温風吹出□や背面の フアンフイルターにほこりなどがたまらないよラカバ_などを かけでくださ い 

してち 取り》 ルで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、 歎^した@^に麵しじしなりように^舊しでく 

•巧シーズンに据巧けをおこなラときじは、必ずお買い求めの販売店に依頼しでください。 

•取扱説明書も大巧に保管しでください。 














仕様 



FF-G380S 

FF-G 日 OOS 

気化式-強制給排気お-強制対流お 

高旺放電点火式 

な油 （J に1号灯油） 

0.431 L/h 

0.561 L/h 

0.167 L/h 

0.167 L/h 

15,960 kJ/h 

20,780 kJ/h 

6,190 kJ/h 

6,190 kJ/h 

86.6 % 

86.6 % 

3.84 kW 

5.00 kW 


.49 kW 


木 造16.5が(10畳)まで 

コンクリート23.0がり4置)まで 


木 造化.5が(10置)まで 

コンクリート 26.5 が (16 畳)まで 


高さ480 mm 喔690 


‘ 1 .49 kW 


木 造 21.5 が (13 量)まで 

コンクリート 29.5 が (18 置)まで 


木 造 21.5 が (13 養)まで 

コンクリート 34.5 がに1置)まで 


奥行310 mm (置台を含む） 
19.5 kg 


定格消夏電力 


霉源電狂及び周波数 


点义時 


燃焼時 


給が気商の型式の呼び 


給 


運 乾 富 


給排気筒の星養通部の孔径 


排 巧！ .涵..•度 


電流 


夏 を 装 置 


100V 50/60HZ 


最大目50/650 W 


19/23 W 


23/28 W 


QU4-1A 


D40 


35 d 己（最大燃焼時)/22ヴ巨（最ル燃巧時） 37 dB (最大燃お時)/22 dB (g か燃焼時) 


夺75 mm 〜夺65 


260で]^下 


15A 


巧震自動消义装置 • 点乂安を装置 • 燃烧制御装置 • 厚電安全装置 • 過熱防止装 


排気管抜け検知装置-過電流防止装置-室温異常上昇防止装置 


給排気筒たット1•型紙1•置台1 . ゴム製送な管締付パンド2-取扱説明書1 


夕巧ミホま図 


摄華お排気筒取り巧け巧 
たンター位置 (065-075) 


本な固定を真取巧位置 




単位 mm 













































































み耶调图 j 



ノスル をザ管 電应ボンブ 送油バルブつまみ巧タンク 



パーナヘツド気化商 


を巧面お 


ごム製送な菅 送巧パルブ 



アフター ヴー ビス 


♦亡の]□ナ密弧 C 扫油スト-ブには保证書びつし、でし、ます。 r お置し、あげ日.販壳店到などのお入をお確かめのうえ、販売店か 
b お受けとりになり、大切に保舊しでください。（燃焼部分は3を間） 

参保証期間はお質いあげしげこだいた曰から1巧間です。 

参巧のよラな原因による巧障および事巧につ是ましでは、お証の巧をになりませんのでを意しでく ださい 
♦変質巧巧や不拂なおなど、またな油外の燃料使巧によるな障や事な。 

• 誤つたを巧ちをにるが障や事な。 


•本 S の「巧 fe - 異语の見たけちと処置ち法」（[^17ぺージ）の項にがって調べでを良くならないときは、電源プラグをあいで 
お買いホめの販売店または、お近くのコ□ナお客樣ご相談窓□にご連結ください。 

♦ご連隨いたださたい巧容は巧の通りです。 

• 品ち 

• 型式の呼び 

• ごを所.ご巧ち.お空話番暑 
• お買し、おげ日 

聲巧 障が況（でさるだけ 具巧のに） 

♦修理に際しでは、保証書をご提巧ください。保証期間中であれば保說書の規定に従って無料修理させでいたださまザ 
、>ご不明な点や修理に閱ずる ご相談は、お買い求めの販売店かお巧くのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い合•ねせくだ°さい。 

^呆証娜哪 ii ぎて L 巧ときは . ■ ~: 

参を'買いホめの販売店にご相談くださし、修理によぅで使巧でさる製品についではお害厳のご雲望により育料修理し、たします。 

■滿修用性能部品の保ち期間 

' •召油ストーブの補慢用性能部品（機能を絕持ずるたお(こ必要な部品）の保有期間は製造巧ち切り接7年スす。 , 

■ f 琴理に出されるときは 

参輸送時や運搬時に定油面器巧に巧油が残ったままですと、.傾きみ振動で好油がこぼれることがありまずので、 • .赵す巧き輯っ 
でください。 








圓振付け 


据付け工事は販売店に依頼ずる 


据巧けや移動工事は販売店または設置業者に依頼しで、お客様ごき身ではおこなわないでください。 


据付け場所の還定および標準据付け例 


据巧けについでは、火災予防桑例、電気設備に関する技術皇華など法ちの薑華があります。 

工事説明書の r ままのために必すお守りくださしりをお読みになり、販売店または据巧け業普とよくご相談ください。 
また、「標準据巧け例 j についでは、下図を参照しでくださし、。 


〔標纖づけ例 


〈正面〉 

難 

60 oL (上 

1 


I0cn 




〈側面〉 



〈織簡筒の正面〉 

醒 ^ m 


、、、、. 

i 


45扣曲上 45巧と 


誦^ J 


舅 


1 


〈マントルビースなどに設置ずる場合〉 



この設置ちをは防火性能認証委員含によ0評定 
票認されたちのです。 


上ち 

側ち 

前ち 

後ち 

lOcm 臥上 

lOcmJ ^ 上 

100加な上 

10抓於上 


給排気筒を延長ずる場合のミま意 


給排気筒を延長する場含は、3 m 3かびり切下で取りがけられる場所を選定しでください。 


積雪地区におけるを意 


積雪か’多い地ちでは、積雪時に給排気簡カタ雪で/るさか’れないよラな取巧攝巧を選定しでください。 
また、風がよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い这んで不完を燃焼を起こすことがありまず。 


据付け後の確認 


据付けび終ねりましたら、をラー度、工事説明書の r 安をのために胁すお守りくださしりをお読みになり 
工事説明書に記載されでいるとおり据巧けられでいる力、砲認しでくださし、。 


21 

























試運乾 


試運輯は、販売店または据付け業者とごいつしょに必すおこなってくださし、。 


pao 驢誦 - 

(詳しくは1^7〜 S ページ） 

1•巧タンクにな巧 ( J 旧1号な巧)を給油し で < ださい。 _ 

2. 油タンクの送油/\リレブを開いで、送巧涅お肉の空気巧まをしでください。 

3. 高巧で使巧される場舍は、空気ぴお薄なため調整び必要となります。 

(詳し<は、型紙裏面の工事説明書地または延長 ig 管を使巧の場を)を参照しでください。） 

--- 

4. 定巧面器リじットレバーを一回巧してください。 

' -- 

3•ス I ブの置台の上や送巧管の接続部に、巧のたま0や油漏れびないか確かめで<だちい。 

■ ^- 

ん電源プラグをコンたントに差しこんでください。 

♦IA を意 I 電源プラグは、コンたントに根元まで確実に差しこんでください。 


(詳しくは 


9 〜 10 ぺージ） 


法ちを/の巧中点巧^ 


. 運おボタンを巧しでくだまい。 

♦ 運乾ランプび点滅し、約 3 分樹こ点火します。 aV \ 

♦点乂後約 1 おでが流巧送風機が ◎ り温風か • 出まず。 I U 

■巧めて使用ずるとをは… ， ：， 

耐熱塗巧などび焼けで煙とにおいが出ることか ’ ありまず。窓をあけで部屋の換気をしてください。 



宙巧入/巧 



2.運輯ボタンを巧して、消义しでください。 

♦ 運転ランプか ‘ 消阿し、約日分後に燃焼巧送風機 . 対流巧送風機が止まります。 


里巧入/の 
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王ロナ扩 S けが 


巧毎兽業巧 


FAX(098)897— 5679 


沖縄地区 


369-6323 


九州地区 


に 夏を 度 
コ〇ナテクニカルサービス(を) 
面 UJ 営窠试 
ホろ営冀巧 
话山営窠巧 


中国地区 


922-2438 


巧聲 

四国地区 


FAX く 052)381 —1266 
FAX れが381 -5244 
FAX(054)238-0006 
FAX わ58た6卜7550 

FAX(059)234-8472 

FAX(055)968-6212 

FAX(0564)25-1726 


東海地区 


5a サービス t ンター 



信越. 
北陸地区 


03)3927— 1化0 
03)3927-1130 
029)241-4268 
:〇が 274-1135 
048)651-6370 
029)836-1913 

：045)852-5540 
045)852-4818 
042)531-0496 
042ミ531墨 677S 
055)268-1569 
055)268-1571 


。か一9139 
^364-3228 
632-5205 
610-4607 
:/〇巧 8— 5508 


関東地区 


東北地区 


011)863 —3巧4 
011)871-2000 
0138)48-6080 
0166)37-2338 
0155た5 - 7510 
0154)24-0451 
0157)26-2107 


化ミ毎道地区 


修理サ^ビスや製品についでのごホ目談は機種咨をご禮認の上、お買いあげの 
販売应または下記のごホ目談窓□にご依頼ください。 

ご质居やご贈営品などでお困りの揚合は、下記のおおくの窓□にご相談ください。 

ち称、所在地、電話番号は、変更する場含がありますのでご3漂ください。 


育巧巧ち fflIT 目 12-38 
育巧巧ちお 1T 頁 12-38 
秋近巧泉巧巧 4T 目4-18 
が迈巿巧； a 川 S モ刈109"1 
ノ\戸巿壳巧を売巧55 
化前巿巧国 1-2M 
度闻巧巧 2-V42 
篇岡巧巧 2-1-42 
水巧巧かおエ窠画《54 了白79 

仙台巧宮巧 S 运曰ノ出田1 -7-32 
仙台巧夏巧島反 B ノお ni•7-31 
掛山巧を迈1 -51-9 
致山巧ま巧の京なす括 3*30-1 
を津客找巧 P う坦町毎父を巧之元855， 
山お巧巧育田3ぷ-28 
山お巧東居田 3-6-28 
涅迈巧巧の 1- 巧 3-1 



広島巧黄巧南屋巧垣 3-27-20 
に島巧を任巧医な頁 3-27-20 
巧山巧辰 635- 103 
ホそ巧有ス美の235-1 
商巧巧活山をーノなま 5631-4 



宜哲碧巧ぎ治を738香巧 
シーサイド•バーク102 


=祭市秉新な 7-7 
巧崎市ま町 2-58 
長岡巿下条の違ノ滿1069 


で 003-0028 TEL 01り 864-0440 《巧表 
〒〇 03-0875 TEUOII ミ 879-2121 的表 
で041 -0824 T 巨 L 01 38)48-6070 むで表 
〒〇78,8262 TeL0166)37-2330(f&SI 
T080-0022 TE しわ巧5た 5-7518 如 S 
〒〇 85-0038 TEL(01 5か4 一 4191ミげ表 
〒〇90-0064 TEL ミ0巧7ミ 26— 2103如！! 


〒〇 30-0946 TEL(017)742- 8255(巧表） 
で 030-0946 TEL(017)743-2971 (巧表） 
〒〇 10-0917 T6L(018)864-5671 (ffiS) 
デ01 0-0802 T 巨しの1 8)864-52 19(巧表ミ 
で03 1-0073 TEU0178)24 —5289(巧を） 
〒〇 36-8086 T6U0172 ミ 28-3910( 巧表） 
デ 020-0823 TELC0 1 9)622-4791 (巧责） 
テ020 -0823 TEL(01 が604— 028H 巧表） 
〒〇23-0002 T 巨し (0197)22-41 55(巧表） 

で 983-0035 TEU022 に35—3181(巧表） 
〒が3«0035 T 乱 (022)783— 1791 ( 巧表） 
モ 963-8033 TEU024)938-2240( 巧ま） 
で 963-011 1 TeL(024)947 —4654(巧受） 

〒が 5-0843 T 巨しの 242)26— 3211(巧表） 
テ 990-2423 TE しの 23)642— 3255(巧巧） 
T990-2423 Te しの 23)631 —7381( 巧教 
〒998.0103 TEU0234)31—057U 代表） 



デ 731-01 38 TeL(082)871— 3310 くげミ 
T 731-01 38 TEL わ82お 71-3315 如ま 
デ 700-0976 TEL 086)243-7751 的表 
〒683-0035 TEL ミ 0859)33 —8157ミ巧羡 
〒 745-0882 TEL 0834た2-5567もち表 




で 901-2227 TeU098)897— 5677(巧表） 


1=955-8510 T 巨し (0256)32— 2111(大代表) 
干 945-0817 了£し(0257)23—5175(巧表） 

干 940-1 146 T 巨し (0258)22— 2121(代表） 
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